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1
、関
心
が
高
ま
る
背
景

　

国
家
戦
略
と
し
て
の
経
済
安
全
保
障
の

在
り
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
10
月
に
発

足
し
た
岸
田
政
権
は
初
め
て
経
済
安
全
保

障
を
担
当
す
る
大
臣
を
設
置
し
た
。
産
業

界
か
ら
も
経
済
安
全
保
障
政
策
に
対
す
る

期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
、

中
国
、欧
州
連
合
（
E
U
）
な
ど
主
要
国
・

地
域
に
お
い
て
も
同
様
の
動
き
は
加
速
し

て
お
り
、
ま
さ
に
世
界
の
潮
流
と
な
っ
て

い
る
。
以
下
で
は
こ
う
し
た
動
向
を
整
理

し
、
今
後
の
課
題
を
検
討
し
た
い
。

　
（
1
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
リ
ス
ク

　

経
済
安
全
保
障
の
定
義
に
は
必
ず
し
も

明
確
な
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
対

象
分
野
は
極
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
。
た
だ
、

現
状
の
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
総
合
す
る
と
、

経
済
安
全
保
障
と
は
、
一
国
経
済
の
根
幹

に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
物
資
の
安
定
調
達

を
確
保
す
る
こ
と
、
ま
た
自
国
産
業
の
競

争
力
を
維
持
・
強
化
し
て
国
力
の
維
持
・

強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
た

め
に
技
術
の
保
護
育
成
や
イ
ン
フ
ラ
の
安

全
性
確
保
を
図
る
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
柱

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

安
全
保
障
と
い
え
ば
一
義
的
に
は
軍

事
・
防
衛
と
い
う
認
識
が
一
般
的
と
思
わ

れ
る
が
、
軍
事
・
防
衛
以
外
で
も
わ
が
国

で
は
、
輸
入
原
油
の
安
定
調
達
を
企
図
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
輸
入
穀
物
な

ど
に
関
わ
る
食
糧
安
全
保
障
と
い
っ
た
、

経
済
に
関
連
す
る
安
全
保
障
の
議
論
や
対

策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

加
え
て
昨
今
は
、
よ
り
幅
広
い
経
済
活

動
に
つ
い
て
、
安
全
保
障
と
い
う
視
点
が

不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

ま
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
で
世
界
各
国

が
互
い
に
経
済
上
の
結
び
付
き
を
強
め
、

相
互
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
た
だ
、
相
互
に
強
く
結
び
付
く
一

方
で
、
政
治
上
の
理
由
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
よ
う
な
感
染
症
、
あ
る
い
は
気

候
変
動
に
伴
う
自
然
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
、

物
資
の
供
給
を
は
じ
め
と
す
る
交
流
が
妨

げ
ら
れ
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
起
こ
り
得

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
経
済
上
の
打
撃
は
大

き
く
、
状
況
次
第
で
は
国
の
存
立
に
関
わ

る
重
大
事
態
に
な
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク

重
要
性
増
す
経
済
安
全
保
障
戦
略

深
ま
る
米
中
対
立
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
寸
断
リ
ス
ク

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

執
行
役
員
調
査
部
長

中
塚
伸
幸

解 説

　
経
済
安
全
保
障
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
担
当
大
臣
も
設
置
さ
れ
た
。
背
景
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
対
外
依
存

が
高
ま
る
一
方
、米
中
対
立
に
よ
る
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
分
断
）
や
感
染
症
、災
害
等
に
よ
っ
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供

給
網
）
が
寸
断
さ
れ
る
リ
ス
ク
も
増
大
し
た
こ
と
が
あ
る
。
他
国
へ
の
過
度
な
依
存
を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
バ
ー

を
含
む
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
確
保
に
努
め
、
自
律
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
国
際
ル
ー
ル
形
成
へ
の
関
与
も
欠
か
せ
な

い
。
ま
た
、
政
官
産
学
一
体
で
産
業
や
技
術
の
保
護
・
育
成
に
取
り
組
み
、
戦
略
的
不
可
欠
性
と
し
て
国
力
の
維
持
・
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
重
要
だ
。
自
由
貿
易
の
メ
リ
ッ
ト
や
国
際
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
実
効
性
の
あ

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

な
か
つ
か
・
の
ぶ
ゆ
き　
85
年
三
和

銀
行（
現
三
菱
U
F
J
銀
行
）入
行
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
、企
業
調
査
部

長
な
ど
を
経
て
、18
年
よ
り
三
菱

U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
調
査
部
長
。

　



5 2021.11.15［月］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま

り
、
経
済
安
全
保
障
が
強
く
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
米
中
対
立
で
高
ま
る
懸
念

　

特
に
近
年
は
米
国
と
中
国
の
対
立
か
ら

両
者
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
動
き
が
実
際

に
出
て
き
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
経
済
安

全
保
障
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
米
国
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

下
で
中
国
か
ら
の
輸
入
品
に
制
裁
関
税
を

発
動
し
、
2
0
1
9
年
5
月
に
は
中
国
通

信
機
器
大
手
の
華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ

イ
）
を
、
安
全
保
障
上
の
懸
念
か
ら
輸
出

管
理
を
強
化
す
る
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
リ
ス

ト
（
貿
易
取
引
制
限
）
の
対
象
と
し
て
、

同
社
へ
の
物
資
輸
出
を
事
実
上
禁
止
と
し

た
。
そ
の
後
も
同
措
置
の
適
用
を
拡
大
し
、

米
国
製
の
技
術
や
装
置
を
利
用
し
て
第
三

国
で
製
造
し
た
製
品
に
つ
い
て
も
輸
出
を

規
制
し
た
。
す
な
わ
ち
、
米
国
が
発
動
す

る
輸
出
規
制
に
よ
っ
て
、
日
本
を
含
む
米

国
の
同
盟
国
・
友
好
国
も
そ
の
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
中
国
側
の

措
置
に
よ
っ
て
も
生
じ
得
る
。
実
際
、
米

中
の
対
立
で
は
な
い
が
、
10
年
に
沖
縄

県
・
尖
閣
諸
島
問
題
で
日
中
関
係
が
悪
化

し
た
際
に
は
、
中
国
が
レ
ア
ア
ー
ス
（
希

土
類
）
の
対
日
輸
出
を
差
し
止
め
た
。
ま

た
、
中
国
は
昨
年
12
月
に
輸
出
管
理
法
を

新
た
に
施
行
し
て
お
り
、
対
象
品
目
な
ど

の
詳
細
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
も
の

の
、
米
中
対
立
の
下
で
今
後
、
中
国
に
よ

る
輸
出
制
限
が
起
こ
り
得
る
と
い
う
危
機

意
識
は
強
ま
っ
て
い
る
。

　
（
3
）
世
界
の
潮
流

　

政
府
が
関
与
し
て
産
業
競
争
力
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ス
ク
耐
性
を
高
め
て

い
こ
う
と
す
る
動
き
は
、
世
界
の
主
要

国
・
地
域
に
共
通
す
る
潮
流
と
な
っ
て
い

る
。
各
国
の
経
済
運
営
の
推
移
を
見
て
み

る
と
、
10
年
代
前
半
ご
ろ
ま
で
は
政
府
に

よ
る
介
入
は
比
較
的
抑
制
し
、
市
場
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
自
由
な
競
争
を
重
視
す

る
と
い
う
の
が
大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
近
年
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

る
相
互
依
存
の
リ
ス
ク
が
再
認
識
さ
れ
る

と
と
も
に
、
国
家
資
本
主
義
の
下
で
市
場

原
理
と
異
な
る
動
き
を
す
る
中
国
と
の
競

争
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ

の
た
め
政
府
が
自
国
産
業
の
在
り
方
に
関

与
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
産
業
政
策
」
を
進

め
る
動
き
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

米
国
は
17
年
12
月
に
国
家
安
全
保
障
戦

略
を
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
「
経

済
安
全
保
障
は
国
家
安
全
保
障
で
あ
る
」

と
明
記
し
、
経
済
を
安
全
保
障
の
重
要
項

目
に
位
置
付
け
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
中
国
を
牽け

ん

制せ
い

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を

実
行
し
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
こ
れ
ら
の
措
置
を
継

続
し
つ
つ
、
さ
ら
に
中
国
依
存
度
の
低
減

を
念
頭
に
就
任
直
後
の
21
年
2
月
に
大
統

領
令
を
発
し
、
戦
略
物
資
で
あ
る
半
導
体
、

医
薬
品
、
車
載
用
電
池
、
レ
ア
ア
ー
ス
等

鉱
物
資
源
の
4
分
野
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
レ
ビ
ュ
ー
（
評
価
）
を
指
示
し
た
。

結
果
は
6
月
に
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、

米
国
国
内
の
研
究
開
発
・
生
産
の
能
力
増

強
を
求
め
る
と
と
も
に
、
先
進
7
カ
国

（
G
7
）
諸
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ

ン
ド
な
ど
同
盟
国
・
友
好
国
と
の
連
携
も

重
要
と
指
摘
し
た
。
半
導
体
に
つ
い
て
は

5
0
0
億
㌦
の
財
政
支
援
を
要
請
し
（
法

案
は
現
在
議
会
で
審
議
中
）、
車
載
用
電

池
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
融
資
枠
を
活
用

し
た
開
発
を
促
し
た
ほ
か
、
医
薬
品
、
鉱

物
資
源
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド
、

豪
州
な
ど
と
の
連
携
を
提
言
し
て
い
る
。

　

E
U
も
、
環
境
対
策
コ
ス
ト
負
担
の
点

で
自
ら
が
貿
易
上
不
利
に
な
ら
な
い
た
め

に
国
境
炭
素
調
整
措
置
（
C
B
A
M
）
の

導
入
を
目
指
す
な
ど
、
国
際
的
な
ル
ー
ル

形
成
を
先
導
し
よ
う
と
し
て
い
る
ほ
か
、

域
内
で
の
蓄
電
池
の
生
産
・
リ
サ
イ
ク
ル

の
枠
組
み
を
整
備
し
支
援
す
る
な
ど
、
産

業
政
策
的
な
動
き
を
加
速
し
て
い
る
。

　

中
国
は
、
も
と
よ
り
国
家
資
本
主
義
と

し
て
政
府
・
共
産
党
の
強
力
な
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
の
下
で
産
業
政
策
を
推
進
し
て
い
る

が
、
直
近
の
14
次
5
カ
年
計
画
に
お
い
て

も
、
半
導
体
な
ど
電
子
部
品
産
業
の
内
製

化
促
進
を
目
標
に
掲
げ
、
多
額
の
補
助
金

を
含
め
た
支
援
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
、

マ
ス
ク
外
交
あ
る
い
は
ワ
ク
チ
ン
外
交
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
医
療
関
連
製
品
の
供

給
力
の
優
位
性
を
武
器
に
、
国
際
関
係
に

お
け
る
自
ら
の
勢
力
圏
拡
大
を
目
指
す
動

き
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

2
、わ
が
国
の
動
き

　
（
1
）
自
民
党
と
経
済
同
友
会
の
提
言

　

こ
う
し
た
危
機
感
の
中
で
、
自
民
党
や

経
済
同
友
会
が
経
済
安
全
保
障
の
必
要
性

を
訴
え
る
提
言
を
相
次
い
で
公
表
し
た
。

　

自
民
党
は
昨
年
6
月
、
党
内
に
新
国
際

秩
序
創
造
戦
略
本
部
（
現
在
は
経
済
安
全

保
障
政
策
本
部
に
改
称
）
を
設
置
し
て
検

討
を
開
始
し
、そ
の
結
果
を
12
月
に
「『
経

済
安
全
保
障
戦
略
』
の
策
定
に
向
け
て
」

と
題
し
た
提
言
に
ま
と
め
た
。
提
言
で
は
、

経
済
安
全
保
障
を
「
わ
が
国
の
独
立
と
生

存
お
よ
び
繁
栄
を
経
済
面
か
ら
確
保
す
る

こ
と
」
と
定
義
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
戦

略
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
戦
略
的
自
律
性
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と
戦
略
的
不
可
欠
性
の
二
つ
の
考
え
方
が

重
要
と
強
調
し
て
い
る
。

　

戦
略
的
自
律
性
と
は
、
他
国
に
過
度
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
、
国
民
生
活
と
正
常

な
経
済
運
営
と
い
う
わ
が
国
の
安
全
保
障

の
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
従
来
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
確
保
と
い
っ
た
点
で

広
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

医
療
関
連
製
品
の
調
達
に
お
け
る
経
験
か

ら
も
そ

の
重
要

性
は
明

ら
か
で

あ
る
が
、

対
象
分

野
を
よ

り
広
げ

た
検
討

を
求
め

て
い
る
。

要
す
れ

ば
戦
略

的
自
律

性
と
は
、

他
国
依

存
を
抑

え
る
、

い
わ
ば

「
守
り
」
を
固
め
る
対
応
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
の
戦
略
的
不
可
欠
性
は
、「
わ
が

国
の
存
在
が
国
際
社
会
に
と
っ
て
不
可
欠

で
あ
る
よ
う
な
分
野
を
戦
略
的
に
拡
大
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
の
長
期

的
・
持
続
的
な
繁
栄
お
よ
び
国
家
安
全
保

障
を
確
保
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
他
国
が
わ
が
国
に
依
存
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
を
創
り
出
す
こ
と
で
、

わ
が
国
の
国
力
向
上
を
も
た
ら
す
、
い
わ

ば
「
攻
め
」
の
対
応
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

提
言
で
は
、
自
律
性
の
強
化
の
た
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通
信
、
食
料
、
医
療
な
ど

を
「
戦
略
基
盤
産
業
」
と
し
て
認
識
し
、

外
部
依
存
を
低
減
し
、
必
要
に
応
じ
代
替

策
を
準
備
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
不
可

欠
性
に
つ
い
て
も
、「
強
み
や
可
能
性
を

有
す
る
産
業
」
に
つ
い
て
民
間
企
業
の
努

力
を
政
府
が
強
力
か
つ
効
果
的
に
後
押
し

す
る
必
要
性
を
訴
え
る
。
そ
し
て
、
両
方

の
観
点
か
ら
重
点
的
に
取
り
組
む
分
野
と

し
て
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
情

報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
多
元
化
・
強き

ょ
う
じ
ん靱
化
な
ど
、
16
分

野
を
挙
げ
て
い
る
（
図
表
1
）。

　

自
民
党
は
そ
の
後
の
対
応
の
「
中
間
取

り
ま
と
め
」
も
今
年
5
月
に
公
表
し
て
い

る
。
昨
年
12
月
の
提
言
を
受
け
て
、
戦
略

的
自
律
性
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

情
報
通
信
、
交
通
・
運
輸
、
医
療
、
金
融

の
五
つ
を
「
戦
略
基
盤
産
業
」
と
し
て
選

定
し
、
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
を
分
析
し
て
い
る
。
加

え
て
、
こ
れ
ら
「
戦
略
基
盤
産
業
」
の
脆

弱
性
を
分
析
す
る
過
程
で
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
「
戦
略
的
不
可
欠
性
と
な
り
得
る

候
補
」
と
し
て
、
火
力
発
電
の
ア
ン
モ
ニ

ア
混
焼
、
次
世
代
原
子
炉
、
海
底
ケ
ー
ブ

ル
、
準
天
頂
衛
星
と
い
っ
た
事
業
の
ほ
か
、

国
際
デ
ー
タ
利
活
用
の
ル
ー
ル
整
備
に
お

け
る
D
F
F
T
（
デ
ー
タ
・
フ
リ
ー
・
フ

ロ
ー
・
ウ
ィ
ズ
・
ト
ラ
ス
ト
＝
信
頼
性
の

あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
）
推
進
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
（
図
表
2
）。

　

さ
ら
に
、
技
術
の
保
全
・
育
成
の
重
要

性
も
強
調
し
て
い
る
。
保
全
面
で
は
、
研

究
環
境
の
健
全
性
・
公
正
性
強
化
、
技
術

管
理
の
強
化
、
特
許
公
開
制
度
の
見
直
し

な
ど
を
指
摘
、
育
成
に
つ
い
て
は
、
宇
宙
、

量
子
、
人
工
知
能
（
A
I
）、
原
子
力
等

の
先
端
分
野
に
お
け
る
産
官
学
連
携
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出
を
求
め
て
い
る
。

　

自
民
党
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
界
も
問

題
意
識
を
強
め
て
い
る
。
経
済
同
友
会
は

今
年
4
月
に
「
強
靱
な
経
済
安
全
保
障
の

確
立
に
向
け
て
」
と
題
し
た
提
言
を
公
表
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
自
由
主
義
経
済
を
謳お

う

歌か

す
る
時
代
は
終
わ
り
を
迎
え
た
と
し
て
、

民
間
企
業
も
非
常
時
と
の
認
識
に
立
っ
て

組
織
文
化
を
変
革
す
る
必
要
が
あ
る
と
強

調
し
た
。
ま
た
、
国
際
ル
ー
ル
形
成
に
能

動
的
に
関
与
す
る
こ
と
、
防
衛
技
術
を
含

め
て
産
官
学
が
連
携
し
て
技
術
育
成
に
取

り
組
む
こ
と
、
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。

　
（
2
）
産
業
競
争
力
の
カ
ギ
は
半
導
体

　

こ
う
し
た
中
で
半
導
体
は
、
世
界
的
な

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
需
要
が
急

増
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す
る
生
産
減
も

あ
っ
て
、
足
元
深
刻
な
供
給
不
足
に
な
っ

（出所）自由民主党政務調査会 新国際秩序創造戦略本部
「提言　『経済安全保障戦略』の策定に向けて」（2020年12月16日）より当社作成

〈図表1〉自民党提言（20年12月）が示した重点分野
１．資源・エネルギーの確保
２．海洋開発
３．食糧安全保障の強化
４．金融インフラの整備
５．情報通信インフラの整備
６．宇宙開発
７．サイバーセキュリティーの強化
８．リアルデータの利活用推進

　９．サプライチェーンの多元化・強靱化
１０．わが国の技術優位の確保・維持
１１．イノベーション力の向上
１２．土地取引
１３．大規模感染症への対策
１４．インフラ輸出
１５．国際機関を通じたルール形成への関与
１６．経済インテリジェンス能力の強化

（出所）自由民主党政務調査会 「新国際秩序創造戦略本部　中間取りまとめ」（2021
年5月27日）より当社作成

〈図表2〉自民党･中間取りまとめが示した「戦略的不可欠性になり得るもの」
（ア）エネルギー・鉱物資源
　・火力のアンモニア混焼
　・次世代原子炉
　・洋上風力
　・石炭ガス化複合技術
　・管轄海域での資源開発

（イ）情報通信
　・海底ケーブル
　・準天頂衛星
　・光電融合を用いた
　　高性能光デバイス

（ウ）交通・海上物流
　・新幹線、超電動リニア
　・ガス燃料船

（エ）金融
　・国際金融センター機能

（オ）医薬
　・X線CT装置、内視鏡、診断薬等の国際展開
　・国際標準の薬事規制のアジア展開
（カ）データ利活用のルール整備
　・国際デジタル秩序の担い手
　・DFFT の具体化
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て
い
る
。
半
導
体
の
不
足
は
自
動
車
を
は

じ
め
幅
広
い
業
種
に
甚
大
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
半
導
体
を
確
保
す
る
こ
と

は
経
済
安
全
保
障
の
コ
ア
の
要
素
の
一
つ

と
し
て
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
自
民
党

の
提
言
も
半
導
体
確
保
は
「
死
活
的
に
重

要
」
と
断
言
し
て
い
る
。

　

現
状
、
半
導
体
の
製
造
に
お
い
て
は
台

湾
積
体
電
路
製
造
（
T
S
M
C
）
を
は
じ

め
と
す
る
台
湾
系
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
（
半

導
体
受
託
製
造
）
業
者
が
高
い
シ
ェ
ア
を

有
し
、
特
に
最
先
端
の
回
路
線
幅
10
ナノ
㍍

未
満
の
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
で
は
9
割
超
の

シ
ェ
ア
を
占
め
る
（
図
表
3
）。
中
国
に

よ
る
台
湾
進
攻
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
中
で
、
こ
う
し
た
台
湾
へ
の

依
存
度
の
高
さ
を
懸
念
す
る
声
も
出
て
き

て
い
る
。

　

一
方
わ
が
国
は
、
か
つ
て
1
9
9
0
年

に
は
I
C
（
集
積
回
路
）
の
世
界
販
売
に

お
い
て
シ
ェ
ア
49
％
と
世
界
一
で
あ
っ
た

が
、
2
0
2
0
年
に
は
シ
ェ
ア
は
6
％
ま

で
低
下
し
て
お
り
、
凋ち

ょ
う
ら
く落
が
著
し
い
（
図

表
4
）。
現
状
、
国
内
で
も
一
定
量
の
生

産
は
し
て
い
る
も
の
の
、
28
ナノ
㍍
以
上
の

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
半
導
体
し
か
製
造
さ
れ

て
お
ら
ず
、
か
つ
こ
の
ク
ラ
ス
で
の
世
界

シ
ェ
ア
も
1
割
程
度
に
と
ど
ま
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
10
月
に
は

T
S
M
C
が
熊
本
県
に
工
場
を
新
設
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。
製
造
す
る
の
は
最
先

端
で
は
な
く
少
し
前
の
世
代
の
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
わ
が
国
に
と
っ
て
国
内

に
生
産
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
。
政
府
も
数
千
億
円
規
模
の
補
助

金
で
本
件
を
支
援
す
る
意
向
を
示
し
て
い

る
。

　
（
3
）
多
岐
に
わ
た
る
重
要
分
野

　

ほ
か
に
も
、
踏
み
込
ん
だ
対
応
が
求
め

ら
れ
る
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
。
前
述
の

提
言
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
幾
つ
か

の
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
に
関
し
て
は
、

海
外
で
の
権
益
確
保
や
海
上
輸
送
の
安
全

な
ど
が
こ
れ
ま
で
の
主
要
事
項
で
あ
っ
た

が
、
脱
炭
素
化
と
の
両
立
も
重
要
に
な
っ

て
い
る
。
足
元
中
国
で
の
電
力
不
足
や
欧

州
で
の
ガ
ス
価
格
高
騰
が
生
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
脱
炭
素
化
の
動
き
も
影
響
し
て
い

る
。
わ
が
国
も
、
不
安
定
な
電
力
源
で
も

あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
拡
大

を
踏
ま
え
て
、
送
電
網
の
拡
充
な
ど
の
対

応
が
急
が
れ
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
・
強
靱
性
の
確
保

も
重
要
だ
。
情
報
通
信
で
は
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
立
地
分
散
な
ど
を
含
む
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性
や
海
底
ケ
ー
ブ
ル

の
安
全
性
な
ど
を
向
上
さ
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
交
通
・
物
流
の
面
で
は
、
空
港
・
港

湾
等
の
競
争
力
や
テ
ロ
警
備
な
ど
安
全
性

の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
医
療
分
野
が
安
全
保
障
に
直
結

す
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ
禍
で
強
く
実
感
さ
れ

た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
流
行
）
初

期
に
は
マ
ス
ク
の
不
足
が
大
き
な
問
題
と

な
り
、
自
国
で
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
・
製
造

を
可
能
に
し
た
米
国
や
英
国
は
そ
の
後
の

接
種
で
も
先
行
し
た
。
感
染
症
は
今
後
も

コ
ロ
ナ
に
と
ど
ま
ら
な
い
た
め
、
国
策
と

し
て
の
支
援
・
整
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
技
術
力
を
維
持
す
る
に
は
人

材
の
確
保
が
カ
ギ
に
な
る
。
高
度
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
人
材
の
海
外
流
出
は
看
過
で
き

ず
、
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
知

見
の
交
流
に
よ
る
創
造
性
の
維
持
も
重
要

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
技
術
保
護

の
観
点
か
ら
、
人
材
育
成
や
研
究
開
発
の

在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ

う
。3

、自
由
貿
易
と
の
バ
ラ
ン
ス

　

各
国
経
済
が
密
接
に
つ
な
が
り
つ
つ
、

大
国
間
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
絡
む
リ
ス

ク
が
増
大
す
る
中
で
、
わ
が
国
も
新
た
な

対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
経
済
安
全
保
障

の
意
識
の
高
ま
り
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ

り
、
政
官
産
学
が
一
体
と
な
っ
て
、
実
効

（出所）US Semiconductor Industry Association
（注）nmはナノメートル

〈図表3〉ロジック半導体の国別生産能力シェア
（回路線幅別、2019年）
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（出所）IC Insights

〈図表4〉IC（集積回路）販売額の世界シェア
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性
あ
る
対
応
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
、
留
意
す
べ
き
点
も
あ
る
。
経
済

安
全
保
障
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
自
由
競

争
・
自
由
貿
易
を
通
じ
た
経
済
効
率
と
矛

盾
す
る
こ
と
に
も
な
り
得
る
。
他
国
の
良

質
で
安
価
な
物
資
か
ら
、
品
質
や
コ
ス
ト

の
点
で
見
劣
り
す
る
代
替
品
に
切
り
替
え

た
場
合
に
は
、
経
済
効
率
は
低
下
す
る
。

短
期
の
効
率
と
長
期
の
リ
ス
ク
を
一
概
に

は
比
較
で
き
な
い
が
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス

を
よ
く
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
政
府
が
特
定
産
業
の
育
成
に
介

入
す
る
こ
と
は
、
自
由
な
競
争
を
妨
げ
活

力
を
低
下
さ
せ
る
と
い
っ
た
議
論
も
あ
り

得
る
。
ど
の
産
業
を
支
援
す
る
か
の
公
平

性
・
納
得
性
も
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
戦
略

的
不
可
欠
性
は
抑
止
力
と
し
て
有
効
で
あ

る
が
、
仮
に
そ
の
不
可
欠
性
を
も
っ
て
実

際
に
供
給
制
限
措
置
を
発
動
し
た
場
合
に

は
、
政
治
的
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
だ
。

　

経
済
安
全
保
障
の
取
り
組
み
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
自

由
貿
易
の
メ
リ
ッ
ト
と
の
比
較
衡
量
や
国

際
関
係
の
文
脈
の
中
で
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚

も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
国
策
と
し
て
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。


